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ホタルと豊かな自然環境を守り、育てていきましょう！ ホタルと豊かな自然環境を守り、育てていきましょう！ 
●日本民家集落博物館 

　本町は、大阪府北部の北摂山地の地域に位置し、

町域の約６０％が山林で占められています。大都市

近郊にありながら、四季を通じて豊かな自然に彩

られたまちです。 

　約４５０種類もの草花が自生し、「大阪みどり百選」

にも選ばれた初谷川の渓谷や、「日本の夕陽百選」

に選ばれたブナ林で名高い能勢妙見山など、四季

を通じて豊かな自然に彩られており、夏になると

ゲンジボタルが飛び交います。 

　そんな豊かな自然環境を守るため、町内に生息

するゲンジボタルの生息状況調査を平成１４年から

始めました。平成１５年からは住民も調査に参加す

るようになり、毎年約１５０名の調査隊員が町内全域

で調査活動を行なっています。調査では、６、７

月の２ヶ月間で、住民が家の近くで確認したホタ

ルの数や気象状況などの情報を寄せていただき取

りまとめます。期間中には、ホタルが乱舞する中

での学習会も開いています。参加された方は、た

くさんのホタルに感動され、豊かな自然を再認識

されています。また、報告会では専門家を迎え調

査隊員から寄せられた情報を報告しますが、活発

な意見交換が行なわれるなど関心の高さがうかが

えます。また、これまでの調査の結果、町内全域

でゲンジボタルの生息を確認することができました。 

　意外に思われるかも知れませんが、ホタルは山

奥ではなく、どちらかといえば人里の近くに生息

しています。これは、ホタルのえさとなるカワニ

ナという貝が、人間の生活に身近な場所に生息し

ているためで、ホタルは人と自然の付き合い方が

うまくいっている場所でたくさん見られます。自

然にホタルがたくさん見られる環境は、大阪府内

はもとより全国でもそれほど多くありません。 

　ホタルの保全（＝豊かな自然環境）に向けては、

生物が様々な要因に左右され生息数が変化するこ

とから、毎年、発生状況等を継続して調査し、発

生状況や変動要因等について考察していくことが

最も重要であると考えています。今後も継続的な

ゲンジボタルの生息状況調査を住民と一体となっ

て進め、本町の豊かな自然環境を大切にし、未来

に引き継いでいきたいと考えています。 

●歴史ある民家を移築復元 
　豊中市の東部、服部緑地の一角にある日本民家集落

博物館は、日本各地の代表的な民家を移築復元して、

関連する民具と合わせて展示する野外博物館です。約

３万６千平方メートルの敷地内に、北は岩手県「南部

の曲家」から、南は鹿児島県「奄美大島の高倉」まで、

12棟の民家が集められています。 

　いずれも江戸時代に建築されたものですが、昭和30

年代まで生活が営まれていました。それぞれの地方の

風土や習慣から生まれた様式が色濃く残され、自然と

調和しながら暮らしていた人びとの知恵が随所にうか

がえます。今では現地にもほとんど残っていない貴重

な建物です。 

 

●日本初の野外博物館として誕生 
　博物館設立のきっかけは昭和31年、岐阜県白川村の

合掌造りの民家が大阪府に寄贈されたことにさかのぼ

ります。豊中市が熱心に誘致し、民俗博物館として利

用することなどを条件に、移築先に決定。同年秋に、

日本初の野外博物館として豊中市立民俗館が開館しま

した。翌年、日本各地の民家を移築する構想が立てら

れ、昭和33年には関西の財界が中心となって財団法人

を設立。昭和35年、豊中市が財団に合掌造民家の所有

権を無償譲渡し、民俗館は日本民家集落博物館となり

ました。 

 

●地域に根ざした博物館に 
　このような博物館は

全国的にも珍しく、遠

方からの見学者や外国

人観光客が多く訪れて

いますが、一方で、地

域との交流も大切にし

ています。 

　毎朝、民家の囲炉裏

に火を入れて来館者を

迎えるのは、地域のボランティアの人たちです。民家

の解説や植栽の手入れなども担っています。また、蚕

を観察したり機織りなど昔の生活を体験しながら民家

について学習する「みんかクラブ」や、「こども茶道

体験教室」、子どもと保護者を対象にしたクラブ活動、

季節の行事などを催しています。３月の催しは、箏の

演奏会（３日・４日）、民家集落作品展（４日～21日）、

民家集落公開講座（17日）などが予定されています。 

 

日本民家集落博物館 

ＴＥＬ　０６－６８６２－３１３７ 

ホームページ　http://www.occh.or.jp/minka/ 

開　館　９時３０分～１７時（入館は１６時３０分まで） 

休館日　月曜日（祝・休日の場合は翌日）、年末年始 

入館料　大人５００円、高校生３００円、小・中学生２００円、幼児無料 

交　通　北大阪急行緑地公園駅から約１キロ 
　　　　阪急曽根駅から約２キロ 

▼お問い合わせ先▼ 
豊中市政策推進部企画調整室 
ＴＥＬ　０６－６８５８－２５２５ 
FAX　０６－６８５８－２６６７ 

● お問い合わせ先 ● 
豊能町総務部まちづくり課 

ＴＥＬ：０７２－７３９－３４１５（直通） 

ＦＡＸ：０７２－７３９－１９８０ 

Ｅ-ｍａｉｌ：ｍａｃｈｉｚｕｋｕｒｉ@ｔｏｗｎ.ｔｏｙｏｎｏ.ｏｓａｋａ.ｊｐ 

ホームページ： 
ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｔｏｙｏｎｏ.ｏｓａｋａ.ｊｐ/

囲炉裏を囲んで。ボランティアが民家について語ります。 

飛騨白川の民家（国指定重要有形民俗文化財） ―時を超えて日本の故郷を訪ねる― 

民家で工作を楽しむ 
「こどもアート＆クラフトまつり」 

こと 


